





































僕は自分か、何を考えている 
のかもわかりませんでした。 
何を見ているのかもわかりま 
せんでした。 

ただ、なぜか、僕は短剣をに 
ざつていたのです(/.)。 
そして . 〇 



が過ぎたとき、そのとき、 
彼女はいないかもしれない。 
よしんばいたとしても、そ 
れは、今の彼女ではない。 
蝋燭はとけ、やがて炎は消 
えるのだ0」 


マンガ界のことを知るようになつて、ガロ という 雑誌の大切さを実感し ました。 本当に大変な こと 
ガを読むこと、描くことが本当に好きな人たちのために。 



れからも長く続けてほ— 
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